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物は奪い合うと足りないが、分かち合うと足りる 

相田みつを（日本の詩人 1924－1991） 

1924 年 5月 20 日、相田みつを（本名は相田光男）は栃木県足利市に 6兄弟の三男として生まれる。 

旧制栃木県立足利中学校在学中に書や短歌、絵に親しむも、喫煙の濡れ衣をきせられ、軍事教練の教

官に嫌われたために進学を断念。卒業後は歌人・山下陸奥に師事した。 

1942 年、18 歳のときに歌会で生涯の師となる曹洞宗高福寺の武井哲応と出会い、在家しながら禅を

学ぶ。翌年に書家を志して岩沢渓石に師事、本格的に書の修行を積んだ。 

相田は書の最高峰のひとつとされる毎日書道展に連続入選するなど、技巧派の書家として出発した。

しかし、専門家でなければ理解しにくい書のあり方に疑問を抱き、独特の書体で、短く平易な自らの

言葉を書くスタイルを確立した。 

1954 年、30 歳のときに最初の個展を足利市で開催。個展はその後も足利市などで毎年開催されるよ

うになった。 

1984 年、60 歳のときに出版した詩集『にんげんだもの』が契機となり、相田みつをは広く知られる

ようになる。後に『にんげんだもの』はミリオンセラーとなる。  

全文を「春糸事業所ブログ、相田みつをさんの紹介」から引用 
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